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て 2017 年 5 月 13 日に開催された審査小委員会委員予定者による予備審査の後，大学
院経済学研究科教授会は，2017年 5月 19日，審査小委員会（主査：松波淳也，副査：
西澤栄一郎，副査：田中優希）を発足させた。 
審査小委員会は，2017年 6月 26日，および 2017年 8月 10日に，論文提出者を招い
て論文内容に関する詳細な質疑応答，論文の加筆・修正の機会を経て，修正要請が満










序章                              
第 1節 研究の背景 
第 2節 課題と目的 
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第 3節 先行研究 
第 4節 全体構成 
 
第１章 飲料容器の散乱問題と解決に向けた取組 
第 1節  空き缶公害からローカルデポジット導入まで 
第 2節 ローカルデポジット 
第 3節 容器包装リサイクル法とその社会的影響 
第 4節 小括 
 
第２章 ペットボトル回収システムの現状 
 第 1節 現在の収集方式 
 第 2節 ペットボトルの収集方式ごとの焼却等を含む自治体処理量の推計 
 第 3節 経済的インセンティブを付加した各地の回収事例 
 第 4節 廃ペットボトルの海外流出問題 
第 5節 廃ペットボトルのフロー 
   
第３章 デポジット・リファンド制度 
 第 1節 デポジット制度に対する評価 
 第 2節  デポジット制度の変遷と先行研究 
 第 3節 デポジット・リファンド額に対する考え方 
 第 4節 デポジット制度の類型 
第 5節 韓国の「空きびん保証金制度」 −リターナブルびん対象の強制デポジット制度− 
 
第４章 カナダ・ノバスコシア州のハーフバック・デポジット制度 
  第 1節 はじめに 
 第 2節 現地調査結果 
 第 3節 ハーフバック制の経済学的考察 
 第 4節 小括 
 
第５章 経済的インセンティブを用いた海外の事例 
 第 1節 韓国の廃棄物政策 
 第 2節 台湾の資源回収四合一制度 
 第 3節 小括 
 
終章         
 第 1節  要約 
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  第 2節 本研究の貢献 
  第 3節 新制度に向けて 
  
補論 ペットボトル収集方式の経済的評価 




























































































































































































 本論文になお残される検討課題として，論文提出者自身も認識しているが，以下の 3 つ
が挙げられる。これらは，本論文では扱えなかったが，本論文の研究方向の延長上におい
て当然に課題となってくるものである。 
 
１．埼玉県内で行われたローカルデポジットの相互乗り入れ制についての詳細研究（単独
で行うローカルデポジットと相互乗り入れ制のもとでの政策効果を比較する） 
２．預かり金方式と奨励金方式の政策効果の比較・分析 
３．容器散乱による環境負荷とその負荷を低減させるデポジット制度（フルバック制およ
びハーフバック制）の導入がもたらす政策効果の一般均衡分析 
 
 
Ⅴ 審査の結論 
 
 以上のように，本論文で取り上げられたテーマ，方法，分析，政策的含意はいずれも，
環境経済学，廃棄物ないし循環資源の経済学的分析において，極めて重要なものであり，
環境経済学研究における廃棄物管理政策研究の重要な貢献であると判断できる。残る課題
に関しても，そのことの存在が論文の価値をいささかも低下させるものではなく，むしろ，
当該分野の発展方向を指し示すものともいえ，この方向性が解明する知見が廃棄物管理政
策および循環型社会構築に多大な貢献をもたらしうると考えられる。  
 審査小委員会は，本論文が博士論文として十分ふさわしいと全会一致で評価し，栗岡理
子氏が博士（経済学）の学位を授与されるに十分値するとの結論に達した。 
 
